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料理,ｸ)a; 吏,ﾆ闇 ろ聞発　一調暖粁の温度変化＼: ついて一

名S 屋音大短尺　〇朗瀬智子　粕谷尚子

〔(社)日本家政学会

　B 約　･糾謹m，ぶ象＆評(面^ る中Ｔヽ，料理,7,4-・･t u ii|-435)ヵヽら≪£蓉な調理権作r あ'),

一定a 味四t よif るrこのには, 調吽料(71数量化*>- いわ飢, さらにij味の効果i よずゐたの

にほ，if[喋-A ひ量，加島時間，火加減，鍋の聾類や調味% il など1)ヽ｀閉まIてくることかヽ却

っていゐ・靭理の味･J種々の調味料にょり同整I .n.ていi かヽ,これら調（料の温遭t化の

特徴s.･知i Zいi ，調攻料口･用ヽ,ヽオ£験灯し，料理の% 釆I良< TるX｡T'役i. つものと秀

え, よ（便乖fろ調味料についてそ,ﾀ,温泉奮化^調べ･, だ政枝吋行7 了こ。

　方颯　調岐研t して食塩, ＼j:うゆ，砂雌, 洒, みり乙, 酢, ≫i>^にｰ，い7 ，比岐的よ

いJ用ずる濯度T-調味液l 作') , ＆調味熹ヵ,･沸騰するまT- の時間; 温度, Jg.東-t,琴連亙/

ごりこ滞晴後支いl二の，そ。ま$ ・が態v昶温部c Iこ温度降下する$ い7)時間，蕎着量１

劃定目1・釧味喬ヽi｝調味料単一変と，z像類混合ドこ調味液と1 ，蚕量/夕O 0 g. (1

,レミ片4 鍋)r作阪し, 恥リンソハゼ八才しｸ･It 政いn つた・jg 東側庖いf鶴f 奄集

　i糾嘔イ' 'j'り^jS東財，熟考灯^ >すり? fflI r--。

　郎粟　那鵬i vり時間i:ついてヽま, 各調味逢肖濃度／，z丿T丿値が一是々 r ，／∂μ址

よXヽ･凛東ヵ,-Si< ないニつれマ時μト･雖び=ろ俑恂≪-享きか，r-- 乙ロa砂頑, 唯1^ ，食塩で'あ

■J, 升賭時£団最ふ温茂ヽざ, 涌ヽj清泉ヵ>･■̂り(なゐぺT- おい下かりバ俗まい。うや, 砂

棹ij にｰｶ･ヽりt^向にあ，た. 逼度よｰ男丞東M: ，食塩，1.ﾌﾞ樋，吽ゆ・凍良20丿菰£で゛尺きくな

!) , 混か調縛襄t- iぶ味噌汲々疲t~把t 真ヵみうれrこ，湿及降下時間a吽嘩ヵ.･値刀゛'－^ t r,

長い-ill向V- あｰ，化。*-.聾-f ヽぶふ調0*永別, 屎良則令難蒐ね秀lJ認めら+へ｡Tf ヵ‥Tc 。

C 160　各種£莱オリゴリノンクの4好性について

　　　　す才女短火　o奎藤ふぢえ　錦鳥代　田畑戴天

　n的　消* ;*・建尿への関心の高まりから，生莱ドリンク剤類似漬冰教料水べ・ｔ蒙糸ﾄヽ

リンク剤は，菜効感，釆養補玲，泉労回後のうメージの上に良味しさも加わ７て，今後よ

り大きな成長の可能慄がうかがえろ。ここでは2麓類の生栗を加出,しオリゴ濤，爽薦,

天眼甘味料，酸昧料を奉加し，ぶ衝生菜ドリンクを調製した。世代別，牲別にっいてその

鴻好性を漱討した。

　方蔵　生豪ヒしてはせ摩（

山嵐，社仲, 茉旅黄考，十菜，嫂羊菅，葛札美農仁，章丸粘度根，唇音，駒ね子，

葛軋覆苓，紙欠，i-七人参，-ir貞子，変更，龍政内，山系吏を用いた。これらはスライ

ス，又は粉末。形態で添加し，全生薬について熱水瀬私物含量を求めた，生薬は各々単^ロ

で甘味，酸味。４練を識別し. 喪にいくっかのものをブレンドしたドリンクを調製けこ・

甘味料としてはオリコ柘了φ，暴無ぶどう朧淑^はφ，大然ゼ練料'iosへ",/・/・,酸味料^^s

~叩φi.奉加し，Bx声麦は/しヽ,//φとした，ぴん鋤後3i’C( 内法）で30分殺菌処理した。嗜好

性は/ぺ～郊㈹。世代，男女別に官能東査を行った。
　勅果R ,用いた生薬の中で甘味は甘軋大良，嫁味は龍眼か山朱気，老練は浮羊養，

ｔ軋，勿，乳炉聴希々味覚を示した.c,熱水抽私物は龍眼乱大東が多く，抜手は貳武し

た生菓の柿で最も少なかった。③，嗜好性は世代に茜追して男々ヒ=むせ単，大泉，牡瓦，

駒杞子わ通及な甘味ヒ具臭のないものお特に好まiiた。逆に式年麦，釈礼，C吏，ニ七

人参冬，凄味，渋味の漱いものは全ての世代にわたってjりロ猷冷では好まれなかっfz。


